予算要求資料
平成２９年度当初予算　　支出科目　款：商工費　項：商工費　目：工鉱業振興費　　　
	事業名　２０２０清流の国ブランド開発プロジェクト事業費 (任意)(単建)


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　商工労働部　産業技術課　技術支援係　電話番号：058-272-1111（内3049）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：c11352@pref.gifu.lg.jp

１　事業費　　     　　50,274千円（前年度予算額：50,274千円）

＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	50,274
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	50,274

	要求額
	50,274
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	50,274

	2月2日時点
査定額
	50,274
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	50,274

	決定額
	50,274
	23,358
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	26,916


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
・本県の地域産業は、アベノミクスなどの経済対策の恩恵も薄く、リーマンショック以後の景気の低迷から抜け出せていない状況にある。
・国の戦略市場創造プランや岐阜県成長・雇用戦略において、成長が期待されている航空宇宙、医療福祉機器、医薬品、食料品、次世代エネルギーの５分野に対応したプロジェクトや政策が実施されている一方で、地域産業に目を向けた施策は手薄になっており、体力のない中小企業は廃業を余儀なくされ、特色のある地域産業が失われつつある。

・このような状況の中で、国から打ち出された地方創生の流れに相乗効果をもたらす、特色ある地域産業を活性化させるためのプロジェクトが必要である。
（２）事業内容　
・地域の企業と一体になって商品の高付加価値化や新商品開発を行う研究
や、農家・加工品製造業者等とともに新品種を活用した農産品や商品の開
発を行う研究を、部を超えたネットワーク型の研究体制で取り組み、岐阜
の魅力を発信（商品化）する。
【魅力ある工業製品の開発】

・軽量・高保温性繊維素材の開発
・香りでやすらぐ木工製品の開発

・レーザ着色技術による金属製品の高付加価値化

・美濃焼ブランドの新たな付加価値の開発

・東濃桧の色艶香りが際立つ無背割り乾燥材

【付加価値の高いオリジナルブランドの農産品の開発】

・銘柄豚の霜降り率の向上と格付評価手法に関する研究
・岐阜県オリジナル品種を用いたブランド商品の開発

・岐阜県オリジナル新品種の開発と生産安定化

・エゴマの発酵による機能性素材の研究
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	旅費
	3,197
	職員旅費（共同研究機関との打ち合わせ、学会参加）

	需用費
	12,634
	研究のための各種消耗品の購入等

	役務費
	1,114
	研究機関との連絡経費、更新する研究備品の廃棄料

	委託料
	3,802
	部材の外注加工

	使用料
	167
	会場使用料等

	備品購入費
	24,970
	研究備品の購入

	その他
	4,390
	学会参加負担金

	合計
	50,274
	


	　２月２日時点の査定額の考え方　




	　決定額の考え方　

　地方創生推進交付金を充当します。


事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果

	（事業目標）

県民生活の向上に貢献する科学技術の振興を基本目標に掲げる「岐阜県科学技術振興方針」に沿って、①次世代産業の育成と地域経済の活性化（モノづくり）、②活力とゆとりのある質の高い県民生活の実現（地域づくり）、③科学技術の担い手の育成（人づくり）を柱に、県民・産業界のニーズに応える研究開発を進める。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	岐阜をアピールできる商品の開発（アイテム数）
	0品
（H26）
	－

（H25）
	－
（H26）
	2品
（H27）
	21品
（H31）
	9.5％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・事業の活動内容

○新たな軽量・高保温性繊維素材としての、極細繊維を混入させた“粒わた“の試作を開始した。
○飛騨エゴマの機能性に着目し、エゴマを用いた新商品開発に取り組んだ。

○岐阜県オリジナル品種を用い、新たなブランド商品の開発に取り組んだ。


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

○エゴマの搾油残渣を利用した味噌の試作に成功した。

○平成２７年１０月２７日に柿新品種の「ねおスイート」、および花き新品種のフランネルフラワー「ファンシーマリエ」について知事記者会見で発表した。

○平成２８年１月１９日にイチゴ新品種の「華かがり」について知事記者会見で発表した。

	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○


	地方の創生を掲げる国の施策と一致しており、岐阜特有の地域産業を生かし、地方の中小企業・農家等の活性化に役立つ、魅力ある商品の開発に取り組む本事業の必要性は高い。


	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○
	研究課題の内容について、プレゼンテーション形式のヒアリングを行い、本年度実施内容の確認を行うとともに、進捗確認を行ったところ、多数の研究において企業とともに最終商品の開発を始めていることから、期待通りの効果が得られている。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○
	研究課題に対する外部評価を実施することとしており、得られ
た意見に応じた軌道修正、および効率化を図る。




（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
Ｈ29年度で技術等を確立し、４～５年目を商品開発・改良・広報期間に等に充てることで、共同研究を行っている企業や団体による確実な商品化・事業化を目指す。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

　有識者ヒアリングや業界からの相談・要望から得られたニーズに基づき、研究課題の方向性を修正していく必要がある。


